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讃岐山眠中部の地質ee　ec’

中 野 光 雄

　　　　　　　　　　　　　　　1前　　　　　書

　和泉山脹・に端を発し，淡路島・讃岐山脹を経て，西方高縄孚島南部の松山市付近に至る

地帯に分布・発達する和泉層群は，西甫日本白皇記地史解明上重要であると考えられ，多

くの地質学者により，その研究が行われてきた。
　　　　　　　　　（註）
　ここに論する地域は讃岐山脹のほぼ中央部に位置し，その地質はかつて江原眞伍博士
（1）（2）（3）C4、

　　　　　　　　　ω
地質調査所干山健技官らにより研究されたことがあり，また地形学的には辻付太郎博士の・，
　　　　　　　　　　　　　（1①
西南日本中央腺の地形的意義”と題する興味ある論文がある。これら諸先輩の研究を基礎

し・筆者は今村外治教授御指導のもとに1　948　一　49年にかけて，当地域酉部の地質調査に従

事し・その際辻1寸太郎博士の指摘された讃咬山脹南北爾測の山麓線に　い，和泉層群がき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪（12）
わめて顕著な衝上面をもつて“鮮新一洪蹟”層上に衝上する事実を認め，さらに和泉層群の

層序と構造を明らかにするために，東部地域に調査を拡大し，その結果の大要を「讃岐山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
脹中部の和泉砂岩暦（とくに暦序と構造）」と題し，日本地質学会穂会（195工年4月，於京

都大学）の庸上で報告した。

　なおその後の研究により，さらにいろいろな事実が判明したが，まだ当地域の和泉暦群

に関しては，種々検討を要すべき点があるので，その発表をさしひかえていたが，諸先輩

の御勧誘により・まことに不完全であるが，一応これまでにえた調査の結果をまとめて報

告し，種々各位の御批判をあおぐ次第である。

　この論文を草するに当り，終始御指導を賜わつた今村外治教授，長谷晃助教授，また貴

重な御助言と御援助を与えてくださつた江原眞伍博士・松本達郎博士，岩石の鑑定に助力

してくださつた小島丈児教授・吉田博直学士，種々の批剣を与えられた梅垣嘉治教授その

他教室職員各位に対し厚く感謝の意を表する。なお現地調査に際してはいろいろと御世話

くだされた黒川久教・西岡巖・藤本義眞等の各位ならびにその他のかたがたにも深甚の謝

意を表する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　∬　地　質　概　説

　当地域を構蔵する岩層は和泉層群を主体とし，花崩岩類・“鮮薪一洪蹟”層・洪磧暦及

び崩積層とさらに吉野川北岸部の一部には，三波川結晶片岩類の小分布もあり，その池和・

＊　ときに阿讃山肱と云われることがある。

’＊＊広島大学理掌部地学数室裳績第25号

（註）地理調査所地形図5万分の1脇町・池田図幅参照
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泉暦群なつらぬく石英斑岩及び流紋岩の小翅・入岩体の存在も認められる。

　和泉暦群は北方に分布する花崩岩類と不墜合関係で接し，主として種々の厚さの砂岩・

頁岩の互層で，一部礫岩を挾み，その厚さ約8，300mに達する一連の地暦で，その層厚は

非常に厚い。

　“鮮新一洪磧”層は山JVJi［の南北爾鯛の山麓線に沿つて発達し，いすれも顕著な衝上面を

もつて和泉層群の衝上をうけ，洪積層あるいは崩積暦によつて被覆されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　VK　層　　　　序

　　　　　　　　　　　　　　　A　和　泉　層　群

　本地域に発達する和泉層淵は，岩相層序上，下位よりつぎのように区分され，おのおの

の関係は越合であるo
　　　　コロヒごシ
　（1）　　転石礫岩石少岩暦　；　厚さ640rn

　　　　ナカトウ
　（2）中通頁岩層；厚さ2，770m，中部に砂岩がちの砂岩・頁岩互暦を襖状に挾む。
　　　　ホリタ
　（3）堀田砂岩層；厚さ1，420m，砂岩がちの砂岩・頁岩互層
　　　　カツウラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　（4）勝浦頁岩層・；厚さ1，000m土，上部に著しい流紋岩質凝灰砂岩及び珪質細粒砂岩

　　　　を挾む。
　　　　カワヒガシ
　（5）川東砂岩暦：厚さ1，570m，砂岩がちの砂岩・頁岩互層
　　　　イシボトケ
　（’こ））石仏頁岩層：厚さ410m，頁岩を主とし，砂岩を挾み，団塊及び化石を産する。
　　　　　カナノ

　（7）　中野砂岩暦：厚さ500m＋，砂岩がちの砂岩・頁岩互暦
　　　　　　コロビシ
　　　　1）転石礫岩砂岩層
　　　　　　　　　（4）
　本層は従来江原眞伍により，墓底礫岩として扱われたもので，当地域の和泉層群の下部

を占め，北方に分布する花崩尉類を不麩合におおい，礫岩を主とし，砂岩・頁岩ときにき

わめて薄い炭暦を挾む地暦で，転石付近にその好露出が認：y5られる。層厚は75～640m

で・場所によりかなりの厚薄及び岩相の変化が認められるが，概して東に薄く，i7Elに厚い

ようであり，地暦は門より東にむけて尖滅するようである。すなわち本地域の西部，塩入

付近において本暦の上部を占める厚い頁岩（40m）及び砂岩（1・60m）は東にむけて尖滅

している。基底礫岩は主して揮30crn内外の花尚岩・花簡斑岩・石英斑岩等の比較的淘汰

不良の礫よりなり・それ以下の比較的淘汰良好な小礫及び花崩質物で膠結されている。基

底以外の礫！書ぱ帯淡線灰白色・堅硬で，上ヒ較的淘汰良好な揮5cm内外の花嵩岩・花崩斑岩

石英斑岩を主とし，それ以下の小礫及び花崩質物で膠結され，基底礫岩に比し粘板岩・チ

ヤートの礫を増す。砂砦は帯淡維灰白色を呈する堅硬な粗粒砂岩で，しばしば含礫砂岩に

移化する。少数の薄片の検鏡結果では，淘汰不良の石英・長石粒のほか，花嵩質岩の小岩
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片を含み，少量ではあるb；．，北方の領家片麻岩分布地帯より運搬されたものと考えられ

る。bended　b　iotite及び玲暑などの細片が認められるo頁碧は灰黒乃至黒色を呈する

砂質頁岩で，層理の発達は良好でなく，鑑定不能な植物化石の破片を含むことがある。

　本暦より華者のえた化石とその産地はつぎのようであるO

丁擁£o敏巧⑫厩cαYe’inar・a（上樫原），pitaPtia　sp。（上樫原），Ostrea　sp．

（藤川，桜，転石）），Ga3tropoda　gen。　ot　sp．　indet．（江畑），Archaeezostera

sp．（桜，転石）

　　　　　　　ナカトウ
　　　　2）　中通頁岩層

　本暦は従来江原眞伍（4）により引田頁岩として扱われたものに相当し，下位の転石礫岩層

とは墜合である◎下位の地暦から本贋への変化は急激であるが，塩ノ江及び塩入附近にお

いては漸移層と考えられる部分の存在が認められる。本層は主として比較的層理不鮮明な

灰黒乃至黒色を呈する砂質頁岩よりなり，ところにより砂岩及び流紋尉質凝灰砂岩。珪質

細粒砂岩の薄層を挾む地層で，中通付近にその好露出が認められる。本層と上位の地暦と

は，最上部の流紋岩質凝灰砂岩又は珪質細粒砂岩上をもつて区分する。層厚は1，000m十～

2，770mで場所によりかなりの層厚及び署相の変化が認められるが，概して東に薄く，四

に厚いようであり，署相的にはea方より東方にむかつて細粒となるように観察される。すな

わち地質図に示されるように，塩入付近において，本層の中部に襖状に挾まれる砂岩がちの

砂岩・頁岩の互層は西に厚く，東にむけて尖滅する。しかも岩相的には西方に多し・塊状の砂

岩は，東方においては成履するものが多くなり，頁岩質のものが多く挾まれるようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソウダ
　中部に模欺に挾まれる砂岩がちの砂岩・頁岩互層：前述のように，本地域の西部造田
　クユギノ
村秤野，七箇村塩入付近においては，砂岩がちの砂暑・頁岩の互暦を挾む。本暦は一般に

1～数mの砂暑及び0．3～1mの頁岩の互暦よりなり，ときに礫岩・礫質砂岩及び珪質細

粒砂岩の薄層を挾む地層で，小遍期的堆積現象が認められるQ礫岩は比較的薄い「レンズ

」状を呈し，粗粒砂岩を俘ない，ときにくりかえして挾在し，しばしば礫質砂隷こ移化す

ることがある。礫岩層の下位面は漣痕状の凹凸面に富み，成層理と斜交していることがあ

るが，不整含的な面は観察しうる範囲内では認められない○礫はチヤPtト。粘板岩の径の

淘汰良好な円礫が多く，花嵩質岩の礫もかなり存在し，きわめてまれ？こ下位の暑層の角ば

つナこ5cm以下の細礫が認められる。砂署は灰白乃至灰色を呈する中粒乃至粗粒砂端で・

きわめて堅硬で，ときに礫質砂碧に移化することがある。一般に一赦の砂署層では・その

上下において粒度が異なり，下部は上部に比し粗粒で，しばしば細礫を含みその下位面は

漣痕状の凹凸に富む。砂岩の薄片を検すると，淘汰の良好でない石英。長石粒及びチヤー

F・花嵩質岩の小暑片が認められ，少量ではあるが，chl◎rite，　beRde・d　rnic“”1　z美rc鋤・

などが存在し，きわめてまれに下位の岩層の小岩片も認められる。
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」本暦より華者の探集した化石及びその産地ばつぎ（ibようである。

　Inoceramus　balticus　B6hm（中峯），1noq．　b．・var．　toY　a　joanus　Nagao　et

Matsumoto（中通・檜），　Grat　ntatodon’　sp・（中通），　Coral（中通）・
ホIJク

　　　　3）　掘田砂岩層　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　　　　　　　　t
　　　　　　　　（4）
　本屠は江原眞伍の「フユ・・一コイド」砂砦に相当するものと考えられ，下位の中通頁岩

層とは墜合でその上位を占め，堀田付近にその好露出が認められる。本層は砂器がちの砂

砦・頁岩の互暦で，ときに礫岩，流紋岩質凝灰砂岩及び珪質細粒砂岩の薄層を挾み，小週

期的堆積現象がよく発達する地暦で，その厚さは堀田付近でおよそ1，420mに達し，上位

り地暦とは，本層の最上部に発達する流紋岩質凝灰砂岩まだぱ珪質細粒砂岩の薄暦上を・も

つて区分する。礫暑は一般に厚さ2～3m以下のもので，「レンズ」状をなして発達する

が，．檜におし〕て｝ま流緯岩質凝灰砂碧を俘なつて繰返して挾在している。また礫岩はときに・

礫質砂料に移化することがある。礫は径数cm以下のチヤート・粘板岩・花嵩質岩の円礫、

礁としs，少量翼あるが・下位の±e層の砂岩噴岩の稜編る小耕を含む・砂禰厚、

さコm以下・ときに数mに達する堅硬な灰白乃至灰色の中粒乃至粗粒砂岩で，しばしば礫

騨雑靴する・鏡丁“’f’は礫糊こ鞠られる礫嗣様の岩鰍び石英゜長石粒を外

含み少量ではあるが，、　chlorite，　biotiteなどが認められ，その淘汰は良好でない。頁岩

は一’”一般にその厚さ1ζ3ρcm以下で・ときに数mに達することがある。灰黒乃至黒色を呈す

る砂盟頁端で・ときに砂質の小「パッチ」や舞定不能の植物化石を含む。，

　本屑中よ．り探集された化石及びその産地はつぎのようである。

旨珈肋6捌幽・PP，（前の川，焼堂）
　　　　ロ　　　カツカラ
　　　　4）　勝浦頁岩層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s一

脇 網は権の堀附柵とは1蜘勺関係でその雄を占め，淵眞齢蠣醍の＿部

に和当するものと考えられる。本層は主として下部は頁岩，中・部は砂尉がちの砂暑・頁

射互暦・ユ．部は流紋尉質凝次砂暑及び珪質細位砂暑よりなり，下部の堀田砂岩層に比し頁

射に富む地層で，勝溝付近にその好露出が認められる。暦厚は540～1，000m内外で，場所

によりがなりめ層厚及び岩相の変化が認められ，概して束に薄く，西に厚いようである

が・これは本層の上部を占める流紋砦質凝次砂耕及び珪質細粒砂砦層が東方において尖滅

する，ため右あろう9本層と上位の地贋とは，最上部を占める流紋砦質凝次砂砦あるい珪質

細粒砂尉暦上をもつて上下に区分する。砂碧は一般にlm以下の次乃至灰黒色を皇する

此較的淘汰良好な中粒砂砦で，ときに粗粒力至礫質砂砦に移化することがある。構成物

貿は下位の地層（ρものと大休同様である。砂岩が頁尉と互暦をなす中部の地暦において

は・ときに小週期的堆償現敦が認められる。買暑は膚理梢鮮明な黒色頁砦で，秒砦と互

（Rk）ときに一部分chloriteに変化してV～）5ものもある。
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層をなす場合は，一般に1m以下の厚さであり，砂質の「パツチ」及び鑑定不能な植物

化石を含むことがある。流紋岩質凝灰砂岩は厚さ1乃至数mで，肉眼では淡青緑色を呈

し，濃線色の「パツチ」を有し，珪質細粒砂岩とは互層をなして存在することが多く・

しばしば珪質細粒砂岩に移化する。鏡下では細粒乃至中粒砂大の外来の小岩片，石英の外

来結晶及び斜長石・黒雲母の斑晶を散在的に含み，そのあいだをうすめて，　kaolihite，

chlorite，　carbonate等よりなる構造不鮮明な部分を有し，　pumice　structure及び

flow　structureが認められ，自形のままの斜長石が存在する流紋岩質凝灰砂岩であ

る。珪質細粒砂岩は一般に厚さ17乙至数mで淡青紹色を呈し，比較的層理がよく発達する

緻密堅硬な岩石で，頁岩とは互層をなして存在することが多く，しばしば頁岩に移化す

る。風化したものは白色化するのが特徴である。本層中より採集した化石及びその産地は

つぎのようである

　Cora1（長谷）Archacozostera　SPP．（中熊）

　　　　　　カワヒがシ
　　　　5）川東砂岩層

　本層は下位の勝浦頁端層とは墜合で，その上位を占め，砂岩がちの砂岩・頁岩の互層を

主とし，礫岩・流紋岩質凝灰砂岩及び硅質細粒砂岩の薄暦を挾み，小週期的堆積現象の認

められる地層で，川東付近に好露出がある。本層と上位の地層とは漸移的に移化するとこ

ろもあるが，一応最上部を占める珪質細粒砂岩の薄層上をもつて区分する。この漸移部と

考えられる部分より動物化石を産する場合がある。層厚はおよそ1，570mで，場所により

かなりの端荘の変化が認められる。礫岩は一舷に薄い「レンズ」状をなして挾在し，とき

に粗粒砂岩と互層をなし，しばしば礫質砂岩に移化する。礫は径2～3cmのチヤt－一ト・花

崩質岩の淘汰良好な円礫を含み，しばしば下位の地層の角礫が存在することがある。砂岩

は一般に厚さ1～数mの灰白7：至灰色を呈する中粒ス至粗粒砂岩で，ときに礫質砂岩に移

化するQ鏡下では礫岩中にみられるような岩石の小岩片や石英・長石等の構成鉱物及び膠

結物中には往々炭酸塩鉱物が認められる。頁岩は厚さ一般にlm以下，ときにそれ以上に

達する緻密堅硬な黒色砂質頁岩で，ときに砂質の小「パツチ」が存在し，鏡下では放散虫の

遺骸が認められる。

　本暦中より探集した化石及びその産地はつぎのようである。

POlyptyckoc‘γαS　Cfr．加γodα｝襯”¢（YOkOyama）（入倉），：Bostγyckoccras　aWαjienSe

（Yabe）em．　Sasai（入倉），　P7’opcaMz・tszecM　sp．　cfr．　P．coopcri　var．　yubarensis

Yabe　et　Nagao（入倉），　Acila　sp．（久保谷），　Porodiscits　sp．（入倉），切scosρ加

sp．（入倉），　Betttla　SP．（久保谷），　Archacozostera　SP．（河1野）

　　　　　　イシポちケ
　　　・6）石佛頁岩層

　本層は下位の川東砂岩暦とは墜合でその上を占め，黒色頁岩を主とし，砂岩及び珪質
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細粒砂暑め薩層を挾在する地層で，石仏付近にその好露出が認められる。暦厚はおよそ

410m，本暦と上部の地層とは漸移的関係で移化するが，しばしば漸移部に珪質細粒砂岩

を挾在する事実より，珪質細泣砂岩層上をもつて上下にわける。また本暦中の頁岩よりま

れに二枚介・菊石の化石を産する。砂岩は厚さ1m以下の灰乃至灰黒色を呈する中粒砂岩

で，ときに粗粒砂岩に移化することがある。鏡下では比較的淘汰は良好であり，構成物質

は下位の地層のものと大体同様であるo頁岩は一般に暦理不鮮明な黒色を呈する砂質頁岩

で，しばしば「ノヂュt－’ル」を含む。鏡下では放散虫の遺骸が多数認められるb

　本暦の頁岩中より探集した化石及びその産地はつぎのようである。

　PolYPtYcl20ceras　cfr．　haradanum（Yokoyama）（石仏、正部），　BostrYchooeras

aωajielzse（Yabe）em・Sasai（石仏，下中野，午帽子），　POIYPtYChOCeraS　spP．（石仏，

下中野，藤宇），Aci　la　sp．（石仏，藤宇），LZtcina　sp．（石仏），　PorodiSCttS　sp・（石仏♪，

Discospiγαsp．（石仏）

　　　　　　ナカノ
　　　　7）中野砂岩層

　本層は下位の石仏頁岩暦とは整含でその上位を占め，砂署に富む砂岩・頁岩の互暦より

なり，礫岩及び珪質細粒砂岩の薄層を挾む地暦で，下中野・上中野附近に好露出がある。

暦厚は500m以上で，その上限は未確認である。　　’

　本屠中より未だ化石を発見していない。礫岩は一般に「レンズ」状をなして挾在し，礫

質砂岩に移化することがある。礫はよく円磨された径2～3cm以下のチヤート・砂岩・粘

板岩の円礫を主とし，花嵩質岩の円礫も認められる。砂岩は灰白色を呈する厚さユ㎡内外

の淘汰良好な中粒砂岩を主とし，ときに粗粒砂暑を挾む。頁岩は厚さ1m以下の黒色頁岩

で緻密堅硬である。

　　　　　　　　　　　　　　　B　”鮮新一洪積”層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ザト
　本暦は主として讃1皮山脹の甫北爾測の山麓線に沿うて発達し，一部山脹の中央部郡里町
アイリゲ

相栗にその小分布が認められるが，各その岩相を異にするので区別して記述したいQ

　　1、　山賑北部の”鮮新一洪積”層

　本暦は造田村猪尾以？CIの地域に分布し，花嵩岩類を不整含に被覆する。本暦は礫層・粗

粒砂暦・粘土層等の互賢よりなり，ときに厚さ20cm内外の亜炭層叉は亜炭片・その他

1imoniteの薄暦を挾む厚さ50m以上の地層で，南部に分布する和泉層群とは衝上断層で

接し，洪濱暦及び崩憤層よりおおわれている。本層は岩暦の側方変化及びその膨縮が著し

いが，一一股に下部は砂礫，中部は砂・粘土の互層，上部は砂礫に富む地暦で，一般にはほと

んど水千に近く，ところによつては10～20度の傾糾をもつてゆるやかな波状摺曲をなすこ
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とがあり，また衝上断層に近接した処では，相当の急傾斜を示す場含がある。礫暦の礫質

は径10：n以下の花嵩岩，和泉層群の砂岩・頁岩が主で古生腎のチヤートのほかに石英片

岩・点紋石墨片岩等の三波川系結晶片岩礫も相当含まれているが，讃岐岩の礫はまだみい

だしていない。また本層よりまだ化石を採集していない。　　　1

　しかしながら筆者の調査したところでは，本暦の中部以下の地層は岩相上，かつて本地

域の西部，香川県三豊郡財田儲入樋から徳永重康の報告したParastegodOn　SttgiYaMai
　　　　　　　　　　　　　⑮
Tokunaga，すなわち愼山次郎の　Stegodon　insignis　sscgi　YaMai（Tokunaga）の出
　　　　　　　　　　　　　　　　α9戸’
土した地暦及び植物化石により三木茂が鮮新世とした地層に対比しうるものと考えられる

が，本層の上部に発達する砂礫暦までも時代的には上部鮮新世に属するかいなか現在まで

のところ不明であるので，本屠を一応”鮮新一洪積”層と考える。

　　2．吉野川北岸の”鮮新一洪積”層

　吉野川の北岸に分布し，北部に発達する和泉暦群とは衝上断暦で接し，結晶片岩類を不

整合に被覆してその北部に発達し，崩積暦によりおおわれている。本層は砂礫を主とし，

薄い粘土層を挾むほとんど永卒な地層で，層厚は50m以上である。礫は結晶片岩類，和泉

層群の砂岩・頁岩等の倒Ocm以下の円礫及び亜角礫よりなる。　まだ本層より化石を産し

　ないので，その地質時代は不明であるが，一一応菖蒲谷層（5）に対比される地暦と考える。

　　3・山脈の中央郡に獲蓮する”鮮新一洪積”暦

　本層は厚さ30m内外の砂・精土よりなる地層で，和泉暦群をほぼフk千に被覆している。

本暦よりUgMUS　sp．　QtterCttS　sp．及び樹幹を産出するほか，化石珪藻としては，淡フk

性のCycZ侃召〃αcomta（Ehr．）KUtz．，　Ezanotia　sztdetica　O．　Mttller．　Diploneis

Smithii（Br6b．）CL，　D．’yatttkaensis　Hor．＆Ok．，Navicula　Pup％1a　（Ehr・）

KUtz．，　N・nz　inttscu　la　Grun．，　Piuaπ　la　r　ia　viアids（Nitz．）Ehr．等が認められ，そ

の地質時代については不明であるが，一応”鮮新一洪積層”と考えておく。

　　　　　　　　　　　　　　　C　洪積層及び崩積層

　洪積履及び崩積暦は地質図に示されるように，ほぼフk千に古期岩層を被覆して発達する

地層で，和泉暦耕の砂岩・頁岩の径70cm以下の円礫及び亜角礫よりなり，その厚さは洪

積層・においては60m内外，崩積層は20m内外である。

　　　　　　　　　　　　VI地質時代及び対比の問題

　和泉層群中より探集された化石はきわめて僅少であるので，それにより時代の決定及び

他地域のものの対比を行うのは軽卒のそしりをまぬがれえないであろう。しかしながら概

報㈲のように，筆者らは和泉暦群分布地帯の調査済地域相互間の対比を試みるに当り，ユ．最
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もよく調査された淡路島の和泉暦群の暦序を規準とし，2．和泉層耕中に認められるやや大

きなオ7グーの四回のrninor　cyclothemeの識別による層序資糾の：整理整頓，3．minor

cyclothern　eによる対応関係を検討するために菊石・イノセラス等の示準化石の利用，4．

著しい酸性凝灰岩の鍵層としての追跡，5．岩相の鰯方変化のの状況把握等によ．り対比の可

能であることに気づいたo

　上記のような原理にもとついて，本地域と淡路島の和泉層群の対比を行えば，本地域の

　　　　　　’　　　　対　e　　比　　　　表　　　、　　　　　　　転石礫岩砂岩層及

i＼談．

和

泉

履

群

第
四

小
輪
廻

笙

小
輪
廻

笙

示
輪
廻

第

小
輪
廻

　　淡路島南部

（田中・松本・前田）

下灘白色砂岩層

下灘系田1少質シルト岩層

　灘砂岩礫岩層

秒
岩
頁
岩
暦

北
阿
萬

志知頁岩層

鎧崎砂居頁岩層

湊頁岩層

津井礫岩層

讃伎山脈中部

　（中野）

中野砂岩層

石仏頁岩暦

川東石少岩ノ層・

勝浦頁岩暦

堀田砂岩暦

挾まれる砂岩頁岩の頁
中部に襖状に

互層（石少岩がち？一．

転石礫岩砂岩層

時区
代
的分

ヘ

ト
ナ
イ
統
上
部
階

ヘ

ト
ナ
イ
統
下
部
階

中
通
岩
層

浦最
河上
統部

び中部に砂岩に富

む砂岩・頁岩互層

を襖状に挾む中通

頁岩暦は，淡路島

の津井礫岩暦より

志知頁岩暦に及ぶ

地層に；堀田砂岩

層及び勝浦頁岩暦

は北阿万砂岩暦

に川陳砂岩層・石

仏頁岩層及び中野

砂岩暦はそれぞれ

灘砂岩礫岩暦・下

灘細石少質シルト岩

暦及び下灘白色砂

岩層にほぼ対上ヒカ｛

可能であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　V　地　質　構造

　本地域の和泉暦群は北方に分布する花嵩岩類上に不整含にかさなり，局部的にはいろい

ろな変化があるけれども，これを大観すれば，山脹の中央部よりやや南に偏し，東微北一

西微南を軸とし，東に傾下する一大複向斜構造を形成し，吉野川北岸に分布する結晶片岩

類及び”鮮新一洪積”層とはいわゆる中央構造線で接し，また北部においても”鮮新一洪

積”層上に顕著な衝上面をもつて衝上している。従つて和泉層群は一見すれば・東部より
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西部に進むに従い，次嘉にみかけ上下位の粁層が現われるように考えられるが，実は地質

図に示されるような断層によつてくりかえされているのである。

　本地域に発達する断層系統についてffいものから記述すればつぎのようである。

　①和泉層鮮の複向斜講造及びその形成に俘なう東西に近い方向の断暦と市ノ川侍階の

　　中央構造線。（おそらく白垂ii己末乃至第三尼初頭）

　（2）和泉層群の複向科憲造形成後と考えられる東酉に近い方向の断層

　③和泉層群のみかけ上の7k雫移動に1牛なつて生じたN－S，NE－SW，NW－SE

　　方向の断層（以上”鮮新一洪積”暦堆蹟前）

　（4）和泉層群と”鮮新一洪積”層との間の衝上断層及びこれに俘なつて生じたと考えら

　　れるNE－SW方向の断暦（最薪世）
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“ ・一”　◎nthe・Iz　um三：Gr◎tφ6f　th6　Central　Part　of　th6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sanuki　Mo穏ntain－Range，　Japan．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mitsuo　Nakano

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　The　Izumi　group，　separated　from　the　crystaUine　schists　of　the　Outer　Zone

by　the　Median　Tectonic　Line，　lies　unconformably　on　the　granitic　rock

mass　of　the　Inner　Zone　and　consists　of　numerous　alternation　of　beds　of

sandstone　and　shale，　part五y　including　conglomerate，1iparitic　tu鉦aceou＄

sandstone識nd　siliceous　fine－grained　sandstone．　The　group　seems　to　be　cha・

racterized　by　eplcyclic　features　of　sedimantation．

　　The　stratigraphic　sequence　o£　the　gr．oup　in　this　district　can　be｝arran－

ged　in　the　ascending　order　as　fo110ws：

DKorobishi　conglomerate　and　sandstone：Fossiis　are　scarcely　found・640

　　meters　thick
　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る・

2）Nakato　sha王e：The　wedge・shap3d　iayers　of　sand3tone　and　sha五e　in　alter・

　　na穏on　（sandst◎ne　predominant）are　intercaiated　in　the　middie　part．　Fos脚

　　s董1s　are　scarce王y　fo“nd．2，770　m．　thick．

3）H◎r三ta　saRdst（）漁e：A王ternation　of　sand＄tone　and　shale　（sandstone　pre・

　　domi総a就），　yieldi琵g　Archaeozos亡era．1，420　m．　thick．

4）Kats｛mra　shale：　Sha王e　with　interbedded　sandst◎議e，1iparitic－tuffaceous

　　Sa登d＄tO捻e　a難d　S叢1三COO縫S　f沁e－gra沁ed　Sa難d蜘難e；1，◎◎◎m．士亡hiCk．　Remark－

　　ab王e　iayerS　◎f　liparitic　t縫ffaceO魏s　safidstOXXe　縦登d　si蕪Ce◎疑§　fine綱grained

　　sa難dst（搬e　are　iRterCalate（ミat　t乏｝e鞍pper　horizo難s．

δ）Kawahiga3hi　saRdstone：Thick　series　of　alterRating　salldstone　a織d　shale

　　（sai｝dst◎Ae　pred（）minaxt）；1，57◎醗．亡hick．　F（）ssi三s　are　scarce王y　f（｝魏難d　i難

　　shale　of　the叩pef　part．

6）　Ish1botoke　sha粟e：　　Nodules　a難d薫ossi王s　are　spofad量cally　f◎uRd．『　4歪◎　鐙．

　　亡hick
　　　　　　　◎

7）Nakano　sa鍛（玉s亡◎籍e：Sa鍛dsto薙e　a捻d　sha王e圭難alternati6R（sa捻dst（）嚢e　pred（）m・

　　呈nant）．　5◎◎　m。十　thic　k．
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The　c・rre1・ti・篇圃・・f　th・1・u而9・・up　in亡h・Awali∫・ia・d　and　th至・

distric亡　i§referab至e　to亡he　Japa！｝ese亡ext．（Seeかage　8）

1職gene・a1、　vi・w・之h・1・・mi　g蜘p　f・・鵬aS獅d沁・・i・m・撫cture，　and

the　axial　direction　i＄about　E－W，　pitching　toward　east。

　In　ths　lnor亡hern　and　southarn　foot疑region3　0f　ths　range，　the　group　thrusts
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地質断面図
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